


報処理センターに関する専用ポータルサイトの情報を更新し、情報処理センター利用 

の普及・促進を図った。（添付資料Ｂ） 

経理に関しては、情報処理センター利用のために預託された預かり金と、情報処理セ 

ンターの利用時に利用料金として当機構が収受した金銭、また、新たに導入した請求書 

による銀行振込（後払い）方式に関する情報処理センター利用に応じて発行する請求書 

の金銭徴収については、収支計画書に基づき適切に管理した。なお、平成３０年度情 

報処理センター単体での収支実績は経費が上回る状態となっているが、事業規模がか 

なり小規模なため、当機構全体の収支に対する影響は限定的であった。 

 

（２）情報処理業務に用いる設備の維持及び更新の見通し 

①機器更新や拡充等各種の機能改善の適切な実施 

情報処理業務を実施するために必要な電子計算機その他の機器について、情報処理 

業務は事業計画内で推移したが、当機構のシステム基盤全体をクラウドサービスへ移 

行させる一環として、情報処理センターについても昨年度下期より保守管理面や拡張 

性、処理能力やセキュリティ面で優れたクラウドサービスへの移行を実施し、さらなる 

設備の処理能力の向上と安全性の強化を図った。（「情報処理業務に関する平成３０年 

度の事業計画書の変更の認可について」２０１８０６２７製第３号 環地温発第 

１８０７３１２号 平成３０年７月３１日）これによりデータ容量の使用可能領域も 

大幅に増え、現在の使用領域は２６.８８ＧＢ（ＯＳなどを含む全使用容量）であるが、 

自動拡張可能なストレージ容量６４ＴＢの僅か０.０４２%である。 

また、各種の機能改善については情報処理センターの利用者の利便性の向上や効率 

性を高めるため、次のようなシステム仕様の変更や追加を随時行い、継続的に改善を 

図り適切に実施した。 

 

・ 利用料金の支払方式として請求書による銀行振込（後払い）方式を追加した。 

・ 管理者の情報処理センター登録の承諾依頼と登録完了の通知メール受取り許諾 

選択ボタンを追加した。 

   ・ 通知メール文章の見直しを行い、注意喚起や通知内容をより判り易くした。 

   ・ 情報処理センターへ充塡・回収登録する際の、管理者承諾前の充塡回収業者に 

よる再発行機能を追加した。 

・ 登録データから、機器リスト、保有／漏えい冷媒量や整備・故障箇所分析などの 

情報をエクセル形式の表やグラフで出力する機能『ＲａＭＳ－ＥＸ』を追加した。 

（添付資料Ｃ） 

 

②システムの安定運用のための保守管理の実施 

 情報処理業務を実施するシステムは、安定した運用を図るために高いセキュリティ

で保護されたデータセンター内に構築し、外部からのアクセスは暗号化された通信手



段やファイアーウォールによる接続制限を設けてある。 

また、システム開発や維持管理業務は、外部委託による運用管理会社（専門業者）

と連携し実施しており、開発内容や仕様変更など、不定期ではあるが、２～３週に 

一度程度の情報交換を行っている。 

具体的な取組としては、情報セキュリティの観点から、ＪＲＥＣＯからサーバーへ

の直接アクセスも行えない仕組み（アクセスはＷｅｂ経由のみ）となっており、万一 

ＪＲＥＣＯ内の情報機器に不正アクセスやウィルス感染が発生した場合でも、情報処

理センターのシステムは隔離された環境としている。さらに、不具合発生時の対応や

サーバーのＣＰＵ使用率によりシステム運用状況の監視も行った。 

   このように、システムの安定した運用については、昨年度下期からクラウドサービ 

スに移行したことにより保守管理能力が強化され、平成３０年度中は支障なく維持さ 

れてきた。 

 

（３）その他必要な事項に関する事項 

平成３０年度は情報処理センターの認知度を上げ、利用の普及・促進を図るため下記

の活動を行った。 

・ 全国主要都市で計８回（平成３０年５月２３日から平成３０年６月１８日）開催 

された環境省の「フロン排出抑制法に関する説明会」において情報処理センター 

の利用について資料を配布した。（添付資料Ｄ） 

・ 情報処理センターの利用に関する説明会を東京中心に全国主要都市で計２０回 

開催（参加者数３２９名）、他にも利用者の要請による個別説明会を開催した。 

（添付資料Ｅ） 

・ 環境と新冷媒 国際シンポジウム２０１８（神戸シンポジウム）（平成３０年１２ 

月６日から平成３０年１２月７日）にてリーフレットを配布した。（添付資料Ｆ） 

・ 分かり易い提案説明書を作成し、ビル管理会社、スーパー等小売業者、製造業者、 

食品加工業者、大学、病院をはじめとする潜在利用者５０社以上を個別に訪問し 

紹介と説明を実施、また、業界団体及びその傘下の企業への訪問、電話、メール 

による周知、広報活動、キャンペーンを実施した。 

・ 大手上場企業のＣＳＲ・環境報告のデータ分析に基づくフロン排出抑制法の周知 

徹底と法令遵守の上での、ＣＳＲ報告への反映等含めてＩＳＯ審査機関へ周知 

活動を実施した。 

・ 業界紙、雑誌への広告掲載、関係団体（日設連）会報に連載記事を掲載した。 

（添付資料Ｇ） 

・ フロン排出抑制法及び情報処理センターに関する専用ポータルサイトの内容を 

拡充した。 

・ システム利用に関する動画４件を制作しホームページに掲載した。（添付資料Ｈ） 

・ 情報処理センター利用者へメールマガジン情報を発信、情報提供サービスの強化 

を図った。（添付資料Ｉ） 



 

 

[添付資料] 

 Ａ．情報処理センター利用実績 

 Ｂ．フロン排出抑制法及び情報処理センターに関する専用ポータルサイト 

 Ｃ．ＲａＭＳ－ＥＸ（ＲａＭＳ Ｅｘｃｅｌ ｅｘｐｏｒｔ） 

 Ｄ．平成３０年度フロン排出抑制法に関する説明会開催日程 

 Ｅ．平成３０年度説明会 

 Ｆ．環境と新冷媒 国際シンポジウム２０１８配布リーフレット 

 Ｇ．新聞広告（空調タイムス）、雑誌広告（冷凍空調設備、東冷協だより） 

 Ｈ．ＪＲＥＣＯホームページ動画掲載 

 Ｉ．ＪＲＥＣＯ冷媒管理システムメールマガジン 

 



平成３０年度情報処理センター登録件数（充塡・回収）H30実績

４月 271

５月 232

６月 233

７月 215

８月 269

９月 194

１０月 214

１１月 264

１２月 237

１月 266

２月 183

３月 327

計 2,905

添付資料Ａ

情報処理センター平成３０年度利用実績
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フロン排出抑制法及び情報処理センターに関する専用ポータルサイト （http://jreco-rams.jp/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料Ｂ



 

 

ＲａＭＳ冷媒管理システム 新機能追加 ＲａＭＳ-ｅｘ （ＲａＭＳ Ｅｘｃｅｌ ｅｘｐｏｒｔ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料Ｃ 

合計１１項目の管理データがシートごとに 

分かれたエクセルデータが生成されます。 

■ 保有冷媒グラフ（重量、ＧＷＰ重量） ※イメージ・サンプル 

■ 故障箇所分析 ※イメージ・サンプル 



 

 

平成３０年度フロン排出抑制法に関する説明会 
 

都市 開催日時 会場 

東京 

[第１回] 
平成 30 年 5 月 23 日（水） 14：00～16：00 全国都市会館 ２階 大ホール 

名古屋 平成 30 年 5 月 29 日（火） 14：00～16：00 
ダイテックサカエ 

６階 クリエイトホール 

熊本 平成 30 年 6 月 1日（金） 14：00～16：00 
TKP ガーデンシティ熊本 

３階 ホール 

仙台 平成 30 年 6 月 5日（火） 14：00～16：00 
TKP仙台南町通カンファレンスセンター

８階 ホール８Ａ 

大阪 平成 30 年 6 月 8日（金） 14：00～16：00 
ティーオージー 

１７階 １＋２＋３号室 

岡山 平成 30 年 6 月 11 日（月） 14：00～16：00 
岡山コンベンションセンター 

１階 イベントホール東 

東京 

[第２回] 
平成 30 年 6 月 13 日（水） 14：00～16：00 

全日通霞が関ビルディング 

８階 大会議室Ａ 

東京 

[第３回] 
平成 30 年 6 月 18 日（月） 14：00～16：00 

全日通霞が関ビルディング 

８階 大会議室Ａ 

 

 

 

 

 

添付資料Ｄ



平成30年度 RaMS（冷媒管理システム）説明会

開催場所（都市名） 開催日 講座種別 申込数 定員数 受講者数計

A 10 30

B 14 30

A 10 30

B 9 30

A 11 30

B 18 30

A 8 30

B 28 30

A 11 30

B 8 30

A 9 30

B 21 30

A 6 30

B 8 30

A 11 30

B 32 30

A － －

B 27 30

A － －

B 35 30

A － －

B 27 30

A － －

B 26 30

※ 講座種別 … A：充塡回収業者対象　B：管理者対象
329

12

東京都

9

36

43

27

14

26

2018/12/4

10

11

東京都 2019/1/23 35

東京都

2018/9/21

東京都

30

19

東京都

2018/10/19

2018/9/14

東京都

2019/2/6 27

2019/3/11

24

19

2018/9/7

2018/7/24

2018/7/3

2018/7/2

2018/6/1

29

8

6

7 福岡市

1

2

3

4

5 仙台市

東京都

東京都

大阪市

名古屋市

添付資料Ｅ



ご存知ですか？ RaMS Refrigerant Management System

ラ  ム   ズ

RaMS とは…冷凍空調機器・冷媒の状況をWeb上で簡単、確実、効果的に

管理するための情報ツールです…

メンテナンス
設備業者

冷凍空調機器
ユーザー

一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構（JRECO）
電話：03-5733-5311 URL：http//www.jreco.or.jp
〒105-0011東京都港区芝公園3-5-8機械振興会館406-2

◯ 機器の点検の実施 簡易点検：ユーザー実施で可 定期点検：一定の資格者が実施
◯ 点検・整備記録簿（ログブック）の作成・保存
◯ 整備時の冷媒充塡量・回収量情報から漏えい量を算定し、一定量（1,000 C02ﾄﾝ）超えた

場合は国への報告（充塡・回収業者が発行する充塡証明書、回収証明書をもとに算定）
◯ 充塡、回収は都道府県への登録業者に委託
◯ 冷媒漏えいがあった場合、繰り返し充塡の禁止
◯ 回収冷媒の破壊証明書、再生証明書の受領
◯ 機器廃棄時は、行程管理票を用いた冷媒回収依頼、保存が必要

日本冷媒・環境保全機構
（JRECO）

国
（所轄官庁）

指定法人「情報処理センター」
として唯一の認可

RaMS

算定漏えい量
報告書

RaMSにより…例えば…
★「フロン排出抑制法」で定められた文書類が容易に作成でき、法遵守が漏れ
なく適切に行えます。

★整備時の冷媒充塡量、回収量データから、算定漏えい量がリアルタイムに
自動計算されます。

★自社の冷凍空調機器の状況がエクセル形式で出力されます。（RaMS-ex）

事業者登録
機器登録

事業者登録
整備・点検結果入力

機器・冷媒状況閲覧
必要文書作成

点検・整備記録簿
（ログブック）

冷媒充塡回収量
報告書

都
道
府
県

点検・整備
発注

RaMS‐ex
エクセルデータ活用

（自社機器分析、広報）

※RaMSの導入、活用例については裏面を参照ください

法定文書類

◎紙の文書管理の煩わしさから解放され、工数低減、コストダウンに繋がります。

◎自社の冷凍空調機器の状況が一元的に把握でき、データ分析から漏えい防止

 対策、機器更新計画立案、環境報告書等への活用がはかれます。

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

「フロン排出抑制法」での機器ユーザー遵守事項

地球温暖化政策

フロン冷媒
の管理強化

フロン排出抑制法
施行（平成27年4月）

罰則の適用があります

※整備時の冷媒充塡量・回収量情報から漏えい量を算定し、
 一定量（1,000 C02ﾄﾝ）を超えた場合は国への報告

添付資料Ｆ



 

 

空調タイムス：２０１９年（平成３１年）１月２日付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料Ｇ



 

冷凍空調設備：２０１９年１・２月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

東冷協だより：２０１８年１０月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



RaMS /

https://www.jreco.or.jp/movie.html

USERC02
タイプライターテキスト

USERC02
タイプライターテキスト
添付資料Ｈ

USERC02
タイプライターテキスト

USERC02
長方形



 

 

ＪＲＥＣＯ冷媒管理システム メールマガジン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料Ｉ 
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